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本年度から本誌の編集幹事に加えていただきました．肝胆膵

外科医・肝臓移植医の立場から誌面作りに協力したいと思いま

す．よろしくお願い申し上げます．

本号の特集である「肝胆膵の Intervention」は本誌のキャッチ

フレーズ「病態・治療に迫る専門誌」の言葉通り，診断から治

療へ踏み込んだ内容となっている．執筆者の多くが内科医や放

射線科医で，外科医の私にとってはそのパワーを感じさせられ

ると同時に感慨も深かった．筆者が外科医になった1980年代前

半に研修先で最初に見た「肝胆膵の Intervention」は経皮経肝胆

道ドレナージ(PTCD)で，超音波のない時代であった．まず細い

PTC針で胆管造影を行い，次に太いドレナージ針を透視だけを

頼りに刺していく．透視だけでの穿刺は不正確で，しかも太い

針の抵抗が大きく硬い胆管を貫くことができない．何度かの穿

刺の後，内筒を抜いてみると外筒の太い内腔から血液が多量に

噴出した(ように見えた)．今から思えば門脈枝を穿刺したので

あろう．急いで外筒を抜去して圧迫．出血は事なきを得たが，

減黄できないので緊急手術で小開腹して外胆囊瘻を造設した．

その直後に超音波ガイドがその病院でも導入され，筆者自身も

超音波ガイド下PTCDの手技を学んだ．この導入で手技は格段

に正確で安全になったが重篤な合併症も隣り合わせで，外科医

以外には手の出しづらい領域と考えられていた．

それがここ約20年の技術の進歩によりこの様変わりである．

筆者の施設でも有能な「肝胆膵内科医」たちが多くの Interven-

tionをこなし，さらに新しい技術の開発に熱心に取り組んでい

る．ひと昔前は侵襲的な手術を行うか，治療そのものをあきら

めるしかなかった患者さんが，Intervention技術で救われる時

代になった．また，内科医が主体となって行われていることも

意義深い．外科サイドとしては，内科医や放射線科医の「注意

深いチャレンジ」を見守り，手術が必要な合併症が発生した場

合に備えて待機するよう心がけている．そのためには内科と外

科のコミュニケーションが重要で，チャレンジングな Interven-

tionを試みる時には事前に内科から相談をいただいている．

外科医不足が叫ばれるこの時代，侵襲的な治療の一部を

Interventionとして内科医や放射線科医に肩代わりしてもらう

ことはありがたいのであるが，本来外科医になる予定だった

(？)若い有能な医師たちが内科や放射線科に進んでいるのでは

ないか，と疑うのは考えすぎであろうか．
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